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日付 更新履歴 

2018/09/06 初版納品。 

2019/07/10 12.キャンペーンブック用 aftama 変換機能を追加 

2020/10/01 分解要領書ファイルの PDF ファイル名について言語別のファイル名の説明を追記 

2020/10/08 分解要領書ファイルの中国語のファイル名の識別子を”CN”から”ZH”に修正 

2020/10/13 
分解要領書の中国語の PDF ファイル名の識別子を”Z”から”C”に修正 

分解要領書ファイルの PDF File No.列に言語の識別方法を追記 

2021/10/13 

4.2.6 組立番号・イラストマッピングファイル 

・PDF ファイルの指定方法を追記 

4.2.7 イラストファイル 

・PDF ファイルについての記述を追記 

9.1 データ設定画面 

・イラストに PDF ファイルを指定できるオプションを追加 

10.3Hotlink 設定 

・PDF ファイルの保存先を指定する項目を追加 

12.3.1 キャンペーン Excel ブックファイル 

・Index No シートのイラストファイル名に PDF ファイルについての記述を追記 
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1. 本書の目的 

本書は、KatoEdit.NET アプリケーションの操作手引書です。 

2. インストール 

2.1 KatoEdit.NET アプリケーションのインストール 

KatoEdit.NET アプリケーションのインストールの際は、インストールする PC に管理者としてログインしてくださ

い。 

① 納品メディアの「KatoEdit.NET」フォルダの「Setup.exe」をダブルクリックしてください。 

  

② 以下のダイアログが表示されます。「次へ」ボタンをクリックしてください。 
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③ インストールフォルダを選択してください。表示の内容で問題なければ、「次へ」ボタンをクリックしてください。 

 

④ インストールの準備ができました。インストールを開始するには、「次へ」ボタンをクリックしてください。インスト

ールを中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
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⑤ インストール実行中です。 

 

⑥ インストールが終了すると以下の表示となります。「閉じる」をクリックするとインストールは終了します。 

 

⑦ プログラムメニューに「KATOEDIT.NET」メニューが追加されます。これをクリックすると「KatoEdit.NET

アプリケーション」が起動します。 
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2.2 アンインストール 

アンインストールは「コントロールパネル」の「プログラムのアンインストール」を選択してください。以下のダイアログ

が表示されます。「KatoEdit.NET」をアンインストールしてください。 
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3. 機能一覧 

KatoEdit.NET には以下の機能があります。 

 

1. Aftama 変換 

Publisher で使用する Aftama ソースデータ（目次、部品表）を作成します。 

 

2. キャンペーンブック用 aftama 変換 

Publisher で使用するキャンペーンブックの Aftama ソースデータ（目次、部品表）を作成します。 

 

3. 分解要領書ブックの作成 

サーバにアップする分解要領書ブックを作成します。 

 

4. 整備マニュアルブックの作成 

サーバにアップする整備マニュアルブックを作成します。 

 

5. メイン HTML の作成 

パーツリスト、分解要領書、整備要領書のメインページの html ファイルを作成します。 

 

6. ニュース目次 HTML の作成 

部品情報のメインページの html ファイルを作成します。 

 

7. データ設定 

当アプリケーションで使用するファイルの場所などの設定をします。 
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4. Aftama 変換機能 

4.1 作業内容 

1. 入力ファイルを用意します。（4.2 入力ファイルを参照） 

⚫ 部品表ファイル 

⚫ Chapter ファイル 

⚫ RefertoUnit ファイル 

⚫ DerivedBooks ファイル 

⚫ 組立番号・イラストマッピングファイル 

⚫ イラストファイル 

⚫ 分解要領書 Excel ファイル 

⚫ UNIT ブック一覧ファイル 

2. 当アプリケーションの Aftama 変換機能を実行し、aftama ソースデータを作成します。（4.3aftama 変換

画面を参照） 

3. Aftama Publisher アプリケーションで Publishing を行います。（10 aftamaPulisher の実行を参照） 

4. 3 で作成したブックデータをサーバに登録します。（11 サーバへのアップロード及びデータ登録を参照） 
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4.2 入力ファイル 

Aftama 変換機能を使用する為に、次のフォルダ、ファイルをご用意いただきます。 

4.2.1 部品表関連ファイルフォルダ 

⚫ 部品表に関連するファイルは、以下のようにブックフォルダ毎に分けて、保存します。 

⚫ 各ファイルの内容は 4.2.2 以降で説明します。 

フォルダ分けの例 

 

例）113362 フォルダの内容 
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4.2.2 部品表ファイル 

⚫ 部品表ファイルは、部品表関連ファイルフォルダ（4.2.1 参照）に保存します。 

⚫ ファイル名はフォルダ名と同じです。 

⚫ ファイルは UTF-8 形式の csv ファイル（カンマ区切り）とします。 

 

列の定義 

列 項目名 
必須 

データ 
備考 

A page_number   

B reference ○  

C title ○  

D en_title ○  

E cn_title ○  

F Item_id ○  

G part_number ○  

H decription ○  

I en_desc ○  

J qty ○  

K supp1   

L supp2   

M note1   

N note2   

O note3   

P    

Q    

R    

S    

T    

U    

V machine ID ○  

W book no. ○  

X book ID ○  

Y cn_desc ○  

 

行の定義 

１行目はヘッダとして定義します。２行目以降をデータ部品表データとして使用します。  
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ファイルの例 

 

4.2.3 Chapter ファイル 

⚫ Chapter ファイルは、部品表関連ファイルフォルダ（4.2.1 参照）に保存します。 

⚫ ファイル名は、chapter.csv となります。 

⚫ ファイルは UTF-8 形式の csv ファイル（カンマ区切り）とします。 

 

列の定義 

列 項目名 
必須 

データ 
備考 

A 章番号 ○  

B 章タイトル（日） ○  

C 章タイトル（英） ○  

D 章タイトル（中） ○  

E 節記号 ○  

F 節タイトル（日） ○  

G 節タイトル（英） ○  

H 節タイトル（中） ○  

 

行の定義 

1 行目から chapter データとして使用します。 

 

ファイルの例 
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4.2.4 RefertoUnit ファイル（リファレンスブック用） 

⚫ このファイルは、リファレンスブック作成用のファイルです。 

⚫ RefertoUnit ファイルは、部品表関連ファイルフォルダ（4.2.1 参照）に保存します。 

⚫ ファイル名は、RefertoUnit.csv となります。 

 

列の定義 

列 項目名 
必須 

データ 
備考 

A パーツ番号 ○  

 

行の定義 

1 行目から RefertoUnit データとして使用します。 

 

ファイルの例 
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4.2.5 DerivedBooks ファイル（派生ブック用） 

⚫ このファイルは派生ブック作成用のファイルです。 

⚫ DerivedBooks ファイルは、部品表関連ファイルフォルダ内の DerivedBooks フォルダに保存します。 

⚫ ファイル名は、自由です。 

⚫ ファイルは UTF-8 形式の csv ファイル（カンマ区切り）とします。 

列の定義 

（1 行目） 

列 項目名 
必須 

データ 
備考 

A ブック ID ○  

B ブック No ○  

C ブック ID ○  

D ブックタイトル（日） ○  

E ブックタイトル（英） ○  

F ブックタイトル（中） ○  

 

（2 行目以降） 

列 項目名 
必須 

データ 
備考 

A ページ ID ○  

 

行の定義 

1 行目はブック情報行として定義します。２行目以降はページ情報行として定義します。 

ファイルの例 
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4.2.6 組立番号・イラストマッピングファイル 

⚫ ページのイラストとして使用するイラストの名前を設定します。 

⚫ 組立番号・イラストマッピングファイルは、任意の場所に保存します。 

⚫ ファイルは shift-jis 形式の csv ファイル（カンマ区切り）とします。 

 

列の定義 

列 項目名 
必須 

データ 
備考 

A ページ ID ○  

B イラストファイル名 ○ 複数ある場合は、カンマ区切りで続けて編集します。 

※PDF ファイルを使用する場合は、拡張子（.pdf）をつけてください。 

例)j-0033.pdf 

 

行の定義 

1 行目から組立番号・イラストマッピングデータとして使用します。 

 

ファイルの例 
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4.2.7 イラストファイル 

⚫ ページのイラストとして使用する svg ファイルを特定のフォルダにまとめて保存ください。 

⚫ Pdf ファイルを使用する場合も、svg ファイルとは別に特定のフォルダにまとめて保存してください。 

⚫ イラスト名は、組立番号・イラストマッピングファイル（4.2.6）のイラストファイル名、または、「ページ ID の

先頭７桁 - ページ ID の下２桁」と一致させてください。 

ファイルの例 

 

イラストファイルを Adobe Illustrator で作成する場合（参考） 

SVG ファイルの保存時に表示される SVG オプションは、以下のように設定してください。（イラストレーターのバ

ージョンにより画面が異なる場合があります。） 

  

レスポンシブオプションは、存在しない場合もあります。

存在する場合は、チェックを外してください。 
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4.2.8 分解要領書 Excel ファイル 

⚫ このファイルは、分解要領書へのリンク情報を設定します。 

⚫ 5.分解要領書ブックの作成機能で使用するファイルと同じです。 

⚫ 一つのフォルダにまとめて保存してください。 

⚫ 部品表のブック IDの先頭５桁と、分解要領書Excelファイルの1つ目と2つ目の“_”の間の文字列（リ

ンクモデル）が一致するファイルを処理対象とします。 

例 ） 処 理 中 の ブ ッ ク ID が 「 113362 」 で あ れ ば 、 分 解 要 領 書 Excel フ ァ イ ル

306999OCN_11336_SR-200R.xls が処理対象となります。 

⚫ 部品表の部品番号と、分解要領書 Excel ファイル内の部品番号が一致した場合、その部品番号に対

して、分解要領書へのリンクを設定します。 

⚫ ファイル形式はエクセルとし、拡張子が”xls”のファイルを処理対象とします。 

⚫ 各ファイルの一番目のシートを処理対象とします。 

 

列の定義 

列 項目名 
必須 

データ 
備考 

A PDF File No. ○ PDF File No. 

B TITLE ○ ブックタイトル（各言語で設定します。） 

C P/Num ○ 部品番号 

 

行の定義 

2 行目から分解要領書データとして使用します。 

 

ファイルの例 
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4.2.9 UNIT ブック一覧ファイル 

⚫ このファイルは、ユニットブックのタイトルを設定します。 

⚫ ファイル形式はカンマ区切りの CSV ファイルとします。 

列の定義 

列 項目名 
必須 

データ 
備考 

A ブック ID ○  

B タイトル ○  

 

行の定義 

1 行目から UNIT ブックデータとして使用します。 

 

ファイルの例 
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4.3 Aftama変換画面 

当画面の機能について、以下に記述します。 

4.3.1 画面 

 

⚫ 部品表関連ファイルフォルダ 

処理対象の部品表関連ファイルフォルダを指定します。参照ボタンから指定することもできます。 

特定のディレクトリ直下の全ての部品表関連ファイルフォルダを指定する場合は、*を使用してください。 

例）KATO 直下の全ての部品表関連ファイルフォルダを処理する場合 

E:\Documents\ADS\KATO\* 

⚫ aftama ソースブックフォルダ 

aftama ソースファイルを作成するフォルダを指定します。参照ボタンから指定することもできます。 

デスクトップやマイドキュメントなどのディレクトリの直接の指定はせず、出力用のフォルダを用意し、指定し

てください。 

⚫ 分解要領書 Excel ファイル用フォルダ 

分解要領書 Excel ファイルが保存されているフォルダを指定します。参照ボタンから指定することもできま

す。 

⚫ UNIT ブック一覧ファイル 

UNIT ブック一覧ファイルを指定します。参照ボタンから指定することもできます。 

⚫ 実行ボタン 

Aftama 変換処理を開始します。 

⚫ キャンセルボタン 

当機能を終了し、メインメニューに戻ります。  
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4.4 Aftama変換の実行 

入力ファイルの準備が整いましたら、Aftama 変換を実行します。 

1. 組立番号・イラストマッピングファイルとイラストフォルダの設定をする為、KatoEdit.NET アプリケーションの

「設定」メニューから「データ設定」を選択します。 

 

2. 組立番号・イラストマッピングファイルとイラストフォルダを指定します。（9 を参照） 

指定したイラストフォルダに該当の SVG ファイルが存在しない場合、PDF ファイルを探すオプションを使用

する場合はチェックを入れて、PDF ファイル保存フォルダを指定してください。（チェックを入れると PDF ファ

イル保存フォルダの入力欄が表示されます。） 
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3. 「ツール」メニューから「aftama 変換」を選択します。 

 

4. 画面の各項目を入力し、実行ボタンを押します。 

  

5. 処理が終了すると、次のダイアログボックスが表示されます。 
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6. 指定した aftama ソースブックフォルダには、ブックフォルダが作成され、PL フォルダの中に部品表ファイル、

TOC フォルダの中に目次ファイルが作成されます。 

aftama ソースブックフォルダ 

 

ブックフォルダの内容 

 

PL フォルダの内容 

 

  



 

2021/10/13 ADS Technology Corporation 20 

TOC フォルダの内容 

 

7. 指定した aftama ソースブックフォルダの直下にはエラーログ（Err.txt）が作成されます。 

ログの内容を確認し、必要があれば、入力ファイルを見直し、再度処理を実行してください。 
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5. 分解要領書ブックの作成機能 

5.1 作業内容 

1. 入力ファイルを用意します。（5.2 を参照） 

⚫ 分解要領書一覧 Excel ファイル 

⚫ 分解要領書 PDF ファイル 

2. 当アプリケーションによる分解要領書ブックの作成機能を実行し、分解要領書ブックを作成します。 

3. ２．で作成したブックをサーバに登録します。（11 サーバへのアップロード及びデータ登録を参照） 

5.2 入力ファイル 

分解要領書ブックの作成機能を使用する為に、次のファイルをご用意いただきます。 

5.2.1 分解要領書一覧 Excel ファイル保存用フォルダ 

⚫ 分解要領書一覧 Excel ファイル保存用フォルダを一つ用意し、処理対象の分解要領書一覧 Excel ファイ

ルをまとめて保存します。 

⚫ サブフォルダに分けて保存しないでください。 

⚫ 各ファイルの内容は 5.2.2 以降で説明します。 

 

フォルダの内容の例 
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5.2.2 分解要領書一覧 Excel ファイル 

⚫ 拡張子は xls とします。1 シート目が処理対象となります。 

 

ファイル名の定義 

以下の通り、ファイル名に”_”が 2 つ入っていないと正しく取得できません。 

例）306999OJA_112531_SR-200R.xls の場合 

言語コード（”JA”）…一つ目の”_”の前の文字列の右２文字。（日本語 JA、英語 EN、中国語 ZH） 

 ブックコード（”306999OJA”）…一つ目の”_”の前の文字列。半角英数字「-」「_」を使用し、20 字以内 

で設定してください。20 字以上の場合、21 字目以降は切り捨てます。 

ブックタイトル（”306999O SR-200R”）…ブックコードから言語コードを除いた文字列+” ”+二つ目の”_”

以降の文字列。 

 

列の定義 

列 項目名 
必須 

データ 
備考 

A PDF File No. ○ PDF File No. 

※英語の場合は末尾を”E”、中国語の場合は末尾を”C”としてくださ

い。 

B TITLE ○ ブックタイトル（各言語で設定します。） 

C P/Num ○ 部品番号 

 

行の定義 

１行目は台帳のヘッダ情報として定義します。2 行目以降を処理対象データとして使用します。A 列が空欄

の場合は、それ以降のデータが存在しないものと判断します。 

 

ファイルの例 

＜日本語の場合＞ 
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＜英語の場合＞ 

Pdf File No.の末尾を”E”とします。 

 

＜中国語の場合＞ 

Pdf File No.の末尾を”C”とします。 
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5.2.3 分解要領書 PDF ファイル 

⚫ PDF ファイルは、分解要領書一覧 Excel ファイルの各行の PDF File No.で始まる名前とし、以下のルール

で保存してください。 

PDF File No.（英語は”～E”、中国語は”～C”）+ “_” + 任意の文字列.pdf 

⚫ 同一の PDF File No. （英語は”～E”、中国語は”～C”）で始まるファイルが複数存在しても、ブックに取

り込まれる PDF ファイルは一つとなりますので、重複しないようにファイルを保存してください。 

⚫ 分解要領書 PDF ファイルはフォルダにまとめて保存してください。複数フォルダに分けて保存することもできま

す。データ設定画面の分解要領書PDFファイル用フォルダ一覧に各フォルダを指定してください。（指定した

フォルダの直下に PDF ファイルが保存されている状態にしてください。） 

 

PDF ファイルの保存例 
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5.3 分解要領書ブック作成画面 

当画面の機能について、以下に記述します。 

5.3.1 画面 

 

⚫ 分解要領書一覧 Excel ファイル保存フォルダ 

分解要領書一覧 Excel ファイルが保存されているフォルダを指定します。参照ボタンから指定することもで

きます。 

⚫ 出力先フォルダ 

分解要領書ブックを作成するフォルダを指定します。参照ボタンから指定することもできます。デスクトップ

やマイドキュメントなどのディレクトリの直接の指定はせず、出力用のフォルダを用意し、指定してください。 

⚫ 実行ボタン 

分解要領書ブック作成処理を実行します。 

⚫ 終了ボタン 

当機能を終了し、メイン画面に戻ります。 
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5.4 分解要領書ブックの作成機能の実行 

入力ファイルの準備が整いましたら、分解要領書ブックを作成します。 

1. 分解要領書 PDF ファイル用フォルダの設定をする為、KatoEdit.NET アプリケーションの「設定」メニュー

から「データ設定」を選択します。 

 

2. データ設定画面で、分解要領書 PDF ファイル用フォルダ一覧を設定し、OK ボタンを押します。 

 

。 
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3. 「ツール」メニューから「分解要領書ブックの作成」を選択します。 

 

4. 分解要領書ブック作成画面で、分解要領書ブック一覧 Excel ファイルが保存されているフォルダと、ブック

を出力するフォルダを指定し、実行ボタンを押します。 

 

5. 処理中です。 

 

6. 処理が完了すると、以下の画面が表示されます。 
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7. 分解要領書一覧Excelファイル保存フォルダにエラーログ（Err.txt）が出力されます。エラーログの内容

を確認し、問題があれば、PDF ファイルの存在や、分解要領書ブック一覧 Excel ファイルの PDF ファイル

No を修正し、再度処理を実行してください。 

 

8. エラーが存在しないブックは、出力先フォルダに、ブックフォルダが作成されます。 

 

9. 各ブックフォルダの中には、HTML フォルダ（PDF ファイルが保存されています）、index.xml ファイル、

skipindex ファイルが作成されます。 
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6. 整備マニュアルブックの作成機能 

6.1 作業内容 

1. 入力ファイルを用意します。 

⚫ 整備マニュアル XML ファイルと関連画像ファイル 

⚫ 印刷用 PDF ファイル  

2. 当アプリケーションによる整備マニュアルブックの作成機能を実行し、整備マニュアルブックを作成する。 

3. ②で作成したブックをサーバに登録する。（11 サーバへのアップロード及びデータ登録を参照） 

6.2 入力ファイル 

整備マニュアルブック作成機能を使用する為に、次のファイルをご用意いただきます。 

6.2.1 整備マニュアル XML ファイル保存用フォルダ 

⚫ １ブック分の整備マニュアル XML ファイルと画像ファイルを一つのフォルダの直下にまとめて保存します。サ

ブフォルダは使用しないでください。（6.2.2 参照） 

フォルダ名の命名規則 

フォルダ名からブック ID を取得します。”_”を含む場合、”_”までの文字列をブック ID とします。”_”を含まない場

合は、フォルダ名全体がブック ID となります。 

例) フォルダ名が 306591SMJA_SR-200R の場合、ブック ID は、306591SMJA となります。  
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6.2.2 整備マニュアル XML ファイルと画像ファイル 

⚫ 画像ファイルは、gif ファイルと jpg ファイルとします。 

⚫ 整備マニュアル XML ファイルと画像ファイルを一つのフォルダにまとめて保存します。(6.2.1 参照) 

ファイルの例 

 

6.2.3 印刷用 PDF ファイル 

⚫ 印刷用の PDF ファイルを一つのフォルダに保存してください。サブフォルダは処理対象となりませんので、分

けて保存しないでください。 

ファイルの例 
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6.3 整備マニュアルブックの作成画面 

当画面の機能について、以下に記述します。 

6.3.1 画面 

 

⚫ 整備マニュアル XML ファイル保存フォルダ 

整備マニュアル XML ファイルが保存されているフォルダを指定します。参照ボタンから指定することもできま

す。 

⚫ 印刷用 PDF フォルダ 

印刷用の PDF が保存されているフォルダを指定します。参照ボタンから指定することもできます。 

⚫ 出力先フォルダ 

整備マニュアルブックを作成するフォルダを指定します。参照ボタンから指定することもできます。デスクトップ

やマイドキュメントなどのディレクトリの直接の指定はせず、出力用のフォルダを用意し、指定してください。 

⚫ 実行ボタン 

整備マニュアルブック作成処理を実行します。 

⚫ 終了ボタン 

当機能を終了し、メイン画面に戻ります。 
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6.4 整備マニュアルブックの作成機能の実行 

入力ファイルの準備が整いましたら、整備マニュアルブックを作成します。 

1. 「ツール」メニューから「分解要領書ブックの作成」を選択します。 

 

2. 整備マニュアルXMLファイル保存フォルダ、印刷用PDFフォルダとブックを出力するフォルダを指定し、実行ボ

タンを押します。 

 

3. 処理中です。 
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4. 処理が完了すると、以下の画面が表示されます。 

 

5. 整備マニュアルXMLファイル保存フォルダ内にエラーログ（Err.txt）が出力されます。エラーログの内容を確

認し、問題があれば、整備マニュアル XML ファイルや印刷用 PDF ファイルの存在を確認し、再度処理を実

行してください。 

 

6. エラーが存在しない場合は、出力先フォルダに、ブックフォルダが作成されます。 

 

7. ブックフォルダの中には、HTML フォルダ（整備マニュアル XML ファイルと画像ファイル）、PDF フォルダ（印

刷用 PDF ファイル）、index.xml ファイル、skipindex ファイルが作成されます。 
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7. メイン HTML の作成機能 

7.1 作業内容 

① 入力ファイルを用意します。（7.2 を参照） 

⚫ 機種一覧 Excel ファイル 

⚫ 分解要領書一覧 Excel ファイル 

⚫ 整備マニュアル一覧 Excel ファイル 

② 当アプリケーションによるメイン HTML 作成機能を実行し、パーツリスト、分解要領書、整備要領書のメイン

ページの html ファイルを作成する。 

③ ②で作成した html ファイルをサーバに登録する。（11 サーバへのアップロード及びデータ登録を参照） 

7.2 入力ファイル 

メイン HTML 作成機能を使用する為に、次のファイルをご用意いただきます。 

7.2.1 機種一覧 Excel ファイル 

⚫ 一番目のシートが処理対象となります。 

列の定義 

列 項目名 
必須 

データ 
備考 

A カテゴリ ID ○ 半角英数記号（-,_）以外の文字は使用できません。 

B コンテンツ和文 ○  

C コンテンツ英文 ○  

D コンテンツ中文 ○  

E シリーズ ID ○ 半角英数記号（-,_）以外の文字は使用できません。 

F シリーズ和文   

G シリーズ英文   

H シリーズ中文   

I 機種コード ○ 半角英数記号（-,_）以外の文字は使用できません。 

J 機種（日本語） ○  

K 機種（英語） ○  

L 機種（中国語） ○  

M 図書コード ○ 半角英数記号（-,_）以外の文字は使用できません。 
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N 奥付   

O 適用号機 J   

P 適用号機 E   

Q 適用号機 C   

R 仕様（和文） ○  

S 仕様（英文） ○  

T 仕様（中文） ○  

U Derived Books 

（aftama ﾌﾞｯｸｺｰﾄﾞ） 

○ 半角英数記号（-,_）以外の文字は使用できません。 

V Aftama バージョン   

W Renewal UP 日付   

X ユニットフルリンク版   

Y UP 日付   

Z 再 UP 日付   

AA 備考   

 

行の定義 

１行目はヘッダ情報として定義します。2行目以降を処理対象データとして使用します。A列が空欄の場合は、

それ以降のデータが存在しないものと判断します。 

 

ファイルの例 

（A 列から L 列まで） 

 

（N 列から AA 列まで） 
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7.2.2 分解要領書一覧 Excel ファイル 

⚫ 一番目のシートが処理対象となります。 

列の定義 

列 項目名 
必須 

データ 
備考 

A カテゴリ ID ○ 半角英数記号（-,_）以外の文字は使用できません。 

B コンテンツ和文 ○  

C コンテンツ英文 ○  

D コンテンツ中文 ○  

E 機種コード ○ 半角英数記号（-,_）以外の文字は使用できません。 

F 機種（日本語） ○  

G 機種（英語） ○  

H 機種（中国語） ○  

I 図書コード ○ 半角英数記号（-,_）以外の文字は使用できません。 

J 奥付   

K 適用号機 J   

L 適用号機 E   

M 適用号機 C   

N 仕様（和文） ○  

O 仕様（英文） ○  

P 仕様（中文） ○  

Q Aftama バージョン   

R Renewal UP 日付   

S ユニットフルリンク版   

T UP 日付   

U 再 UP 日付   

V 備考   

 

行の定義 

１行目はヘッダ情報として定義します。2行目以降を処理対象データとして使用します。A列が空欄の場合は、

それ以降のデータが存在しないものと判断します。 
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ファイルの例 

（A 列から J 列まで） 

 

（K 列から V 列まで） 
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7.2.3 整備マニュアル一覧 Excel ファイル 

⚫ 一番目のシートが処理対象となります。 

⚫ 同一カテゴリ ID は続けて記述してください。 

列の定義 

列 項目名 
必須 

データ 
備考 

A カテゴリ ID ○ 半角英数記号（-,_）以外の文字は使用できません。 

B コンテンツ和文 ○  

C コンテンツ英文 ○  

D コンテンツ中文 ○  

E 機種コード ○ 半角英数記号（-,_）以外の文字は使用できません。 

F 機種（日本語） ○  

G 機種（英語） ○  

H 機種（中国語） ○  

I 図書コード ○ 半角英数記号（-,_）以外の文字は使用できません。 

J 奥付   

K 適用号機 J   

L 適用号機 E   

M 適用号機 C   

N 仕様（和文） ○  

O 仕様（英文） ○  

P 仕様（中文） ○  

Q Aftama バージョン   

R Renewal UP 日付   

S ユニットフルリンク版   

T UP 日付   

U 再 UP 日付   

V 備考   

 

行の定義 

１行目はヘッダ情報として定義します。2行目以降を処理対象データとして使用します。A列が空欄の場合は、

それ以降のデータが存在しないものと判断します。 
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ファイルの例 

（A 列から J 列まで） 

 

（K 列から V 列まで） 
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7.3 メイン HTML作成画面 

当画面の機能について、以下に記述します。 

7.3.1 画面 

 

⚫ 機種一覧 Excel ファイル 

機種一覧 Excel ファイルを指定します。参照ボタンから指定することもできます。 

⚫ 分解要領書一覧 Excel ファイル 

分解要領書一覧 Excel ファイルを指定します。参照ボタンから指定することもできます。 

⚫ 整備マニュアル一覧 Excel ファイル 

整備マニュアル一覧 Excel ファイルを指定します。参照ボタンから指定することもできます。 

⚫ 出力先フォルダ 

メイン HTML ファイルを作成するフォルダを指定します。参照ボタンから指定することもできます。デスクトッ

プやマイドキュメントなどのディレクトリの直接の指定はせず、出力用のフォルダを用意し、指定してくださ

い。 

⚫ 実行ボタン 

メイン HTML 作成処理を実行します。 

⚫ 終了ボタン 

当機能を終了し、メイン画面に戻ります。 
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7.4 メイン HTMLの作成機能の実行 

入力ファイルの準備が整いましたら、メイン HTML を作成します。 

1. 「ツール」メニューから「メイン HTML の作成」を選択します。 

 

2. 機種一覧 Excelファイル、分解要領書一覧 Excelファイル、整備マニュアル一覧 Excelファイル、出力先フ

ォルダを指定し、実行ボタンを押します。 

 

3. 処理中は以下の表示になります。 
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4. 処理が完了すると、以下の画面が表示されます。 

 

5. 指定した機種一覧 Excel ファイルと同じフォルダにエラーログ（Err.txt）が出力されます。エラーログの内容

を確認し、問題があれば、機種一覧Excelファイル、分解要領書一覧Excelファイル、整備マニュアル一覧

Excel ファイルを確認し、再度処理を実行してください。 

  

6. エラーが存在しない場合は、出力先フォルダに、html ファイルが作成されます。 

 

   

※ファイル名について 

html ファイルはファイル名の構成により、３種類のファイルに分類されます。 

XX(EN /JA/ZH)_YY(カテゴリ ID)_ZZ(シリーズコード).html…部品情報のメイン html ファイル 

XX(EN /JA/ZH) _YY（カテゴリ ID）M.html…整備要領書のメイン html ファイル 

XX（EN /JA/ZH）_YY（カテゴリ ID）O.html…分解要領書のメイン html ファイル 
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8. ニュース目次 HTML の作成機能 

8.1 作業内容 

① 入力ファイルを用意します。（8.2 を参照） 

⚫ ニュース一覧 Excel ファイル  

② 当アプリケーションによるニュース目次 HTML 作成機能を実行し、ニュース目次 HTML ファイルを作成する。 

③ ②で作成したブックをサーバに保存する。（11 サーバへのアップロード及びデータ登録を参照） 

8.2 入力ファイル 

8.2.1 ニュース一覧 Excel ファイル 

⚫ 一番目のシートが処理対象となります。 

列の定義 

列 項目名 
必須 

データ 
備考 

A カテゴリ No. ○  

B カテゴリ ID ○  

C カテゴリ（日） ○  

D カテゴリ（英） ○  

E カテゴリ（中） ○  

F ニュース ID ○  

G ファイル名 ○ ニュースファイルのファイル名を指定します。（拡張子は除く。） 

H タイトル（日） ○  

I タイトル（英） ○  

J タイトル（中） ○  

K 登録日 ○  

 

行の定義 

１行目はヘッダ情報として定義します。2行目以降を処理対象データとして使用します。B 列が空欄の場合は、

それ以降のデータが存在しないものと判断します。 
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ファイルの例 

 

8.3 ニュース目次 HTML作成画面 

当画面の機能について、以下に記述します。 

8.3.1 画面 

 

⚫ ニュース一覧 Excel ファイル 

ニュース一覧 Excel ファイルを指定します。参照ボタンから指定することもできます。 

⚫ 出力先フォルダ 

ニュース HTML ファイルを作成するフォルダを指定します。参照ボタンから指定することもできます。デスクト

ップやマイドキュメントなどのディレクトリの直接の指定はせず、出力用のフォルダを用意し、指定してくださ

い。 

⚫ 実行ボタン 

ニュース HTML 作成処理を実行します。 

⚫ 終了ボタン 

当機能を終了し、メイン画面に戻ります。 
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8.4 ニュース目次 HTML作成機能の実行 

入力ファイルの準備が整いましたら、ニュース目次 HTML を作成します。 

1. 「ツール」メニューから「メイン HTML の作成」を選択します。 

 

2. ニュース一覧 Excel ファイルと出力先フォルダを指定し、実行ボタンを押します。 

 

3. 処理中です。 
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4. 処理が完了すると、以下の画面が表示されます。 

 

5. ニュース一覧 Excel ファイルが保存されているフォルダにエラーログ（Err.txt）が出力されます。エラーログの

内容を確認し、問題があれば、ニュース一覧 Excel ファイルの内容を確認し、再度処理を実行してくださ

い。 

  

6. エラーが存在しない場合は、出力先フォルダに、html ファイルが作成されます。 

  

 

※ファイル名について 

html ファイルはファイル名の構成により、３種類のファイルに分類されます。 

EN_NEWS_XX（カテゴリ ID）.html…カテゴリ XX の英語版のニュース目次ファイル 

JA_NEWS_XX（カテゴリ ID）.html…カテゴリ XX の日本語版のニュース目次ファイル 

ZH_NEWS_XX（カテゴリ ID）.html…カテゴリ XX の中国語版のニュース目次ファイル 

 

カテゴリ ID は、ニュース一覧 Excel ファイルから取得します。カテゴリ ID にスペースが含まれている場

合は、スペースを「_」に置き換えます。 
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9. データ設定機能 

aftama 変換や分解要領書ブック作成機能で使用するファイルやフォルダのパスを設定します。 

9.1 データ設定画面 

当画面の機能について、以下に記述します。 

9.1.1 画面 

 

⚫ 組立番号・イラストマッピングファイル 

aftama 変換で使用する組立番号・イラストマッピングファイルの場所を指定します。参照ボタンから指定

することもできます。 

⚫ イラストフォルダ 

aftama 変換で使用するイラストファイルを保存している場所を指定します。参照ボタンから指定すること

もできます。 

⚫ ｲﾗｽﾄﾌｫﾙﾀﾞに該当の SVG ファイルが存在しない場合、PDF ﾌｧｲﾙを探す 

イラストフォルダに該当ページの SVG ファイルが存在しない場合、PDF ファイルを探して見つかれば、PDF

ファイルをそのページのイラストとして採用するオプションです。 

⚫ PDF ファイル保存フォルダ 

「ｲﾗｽﾄﾌｫﾙﾀﾞに該当の SVG ファイルが存在しない場合、PDF ﾌｧｲﾙを探す」オプションにチェックを入れると、

表示されます。 
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⚫ 分解要領書 PDF ファイル用フォルダ一覧 

分解要領書ブック作成機能で使用する PDF ファイルを保存しているフォルダを表示します。 

ブック作成の際、「分解要領書 PDF ファイル用フォルダ一覧」リストボックスの上のフォルダから順に、定義

されたフォルダに存在することを確認します。 

⚫ 追加ボタン 

分解要領書 PDF ファイル用フォルダを新規に追加する場合、フォルダ選択を行うためのダイアログを表示

します。 

⚫ ↑ボタン 

優先して PDF ファイルを参照するフォルダを、「分解要領書 PDF ファイル用フォルダ一覧」リストボックスの

上位に移動させるためのボタンです。 

⚫ ↓ボタン 

PDF ファイルを参照するフォルダの優先度を低くするため、「分解要領書 PDFファイル用フォルダ一覧」リス

トボックスの下位に移動させるためのボタンです。 

⚫ 削除ボタン 

「分解要領書 PDF ファイル用フォルダ一覧」リストボックスから必要がない分解要領書 PDF ファイル用フォ

ルダを削除する機能です。リストボックス内の該当するフォルダをクリックして選択し、「削除」ボタンを押して

ください。 

⚫ OK ボタン 

変更された内容を保存し、当機能を終了し、メイン画面に戻ります。 

⚫ キャンセルボタン 

変更された内容をキャンセルし、当機能を終了し、メイン画面に戻ります。 
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9.2 データ設定の実行 

以下の手順でデータ設定を行います。 

1. 「設定」メニューから「データ設定」を選択します。 

 

2. 必要な項目を設定し、OK ボタンを押します。 
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10. aftama Publisher の実行 

10.1 aftama Publisher について 

「aftama 変換」は貴社既存データを「aftama Publisher」で処理できるようにデータ変換を行ったものです。

aftamaPublisher を使用してアップロード用データを作成します。作成するデータは「ブックデータ（部品表及

びイラスト、目次データ）」です。 

10.2 ブック作成 

「aftama 変換」実行後、問題なければ、「aftama Publisher」でページ作成処理を行います。以下の手順

で行ってください。 

1. 「aftama Publisher」を起動してください。 

2. 「HotLink」メニューの「HotLink」をクリックしてください。「HotLink」ウィンドウが表示されます。 

3. ソースブックフォルダに、タブ区切り、CSV 形式の目次ファイル、部品表ファイルが存在するブックフォルダを

指定してください。出力先フォルダに、処理後のデータを保存するフォルダを指定してください。 
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4. リファレンスブックと派生ブックを作成する場合、仮想ブック設定のチェックボックスにチェックを入れてくださ

い。 

 

5. Hotlink 設定ボタンを押してください。 
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6. 「HotLink 設定」ウィンドウが表示されます。各項目が設定されていることを確認してください。（推奨設

定は、10.3 を参照してください。） 

7. 「実行」ボタンをクリックします。 

 

8. 全ての処理が終了すると、次のメッセージが表示されます。「はい」ボタンを押すとエラーログを表示します。

「いいえ」ボタンを押すとエラーログを表示せずにブック作成処理を終了します。 
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9. 指定した出力先フォルダに、処理日付のフォルダが作成され、その中にブックデータが作成されます。 
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10.3 HotLink設定 

貴社に推奨する HotLink 設定は次の通りです。 

10.3.1 ファイル・フォルダ設定 

  

項目定義ファイルの場所を指定してください。 

イラストファイルが保存されているフォルダの場所を指定してください。 

イラストに PDF ファイルを使用する場合、PDF ファイルが保存されているフォルダの

場所を指定してください。 
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10.3.2 HotLink 設定 
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11. サーバへのアップロード及びデータ登録 

KATOEDIT で作成したデータをサーバにアップロードし、登録します。 

11.1 ブックデータ 

パーツブック、分解要領書ブック、整備マニュアルブックのデータをアップロードし、管理コンソールでデータを登録

します。 

11.1.1 アップロード先 

作成したブックデータの各フォルダを、WinSCP で、KROSS サイトの「AftamaContents」ディレクトリの下にア

ップロードしてください。 
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11.1.2 管理コンソール 

アップロード後に、KROSS 管理コンソールにログインし、「コンテンツ更新」タブからインデックス作成処理を行い

ます。 

1. 更新対象のブックは、リストに赤く反転表示されます。更新対象のブックを選択してください。 

更新対象のブックが見つけられない場合は、「更新対象データ有」ラジオボタンをクリックするか、以下のよ

うにブック ID テキストボックスに、対象のブック ID を入力し、「部分一致」チェックボックスにチェックを入れ、

ブック ID テキストボックス横のボタンを押すと、リストにブック ID を表示します。 

 

 

リストのブック ID を選択したら、「カテゴリ ID 自動取得」チェックを外し、登録するカテゴリ ID を選択します。

  

部分一致にチェックを入れる 

押す 
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2. 「インデックス作成」ボタンを押します。 

 
 

3. インデックス作成処理が完了すると、次の画面になります。 
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11.2 メイン HTML、ニュース HTML 

11.2.1 アップロード先 

メイン HTML 作成機能と、ニュース HTML 作成機能で作成された HTML を KROSS サイトの

「main/kato/submain」ディレクトリの下にアップロードしてください。 

メイン HTMLの場合は、htmlと同じ場所に作成される Instance@INDEX.xmlもアップロードしてください。 

 

 

  

mailto:Instance@INDEX.xml
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12. キャンペーンブック用 aftama 変換機能 

12.1 作業内容 

1. 作業用の aftama フォルダを用意します。 

2. 入力ファイルを用意します。 

⚫ キャンペーン Excel ブックファイル（12.3 を参照） 

⚫ イラストファイル（12.4 を参照） 

3. 当アプリケーションのキャンペーンブック用 Aftama 変換機能を実行し、aftama ソースデータを作成します。

（12.7 を参照） 

4. Aftama Publisher アプリケーションで Publishing を行います。 

5. 3 で作成したブックデータをサーバに登録します。（12.8 以降を参照） 

12.2 aftama フォルダの作成 

1. 作業 PC の任意フォルダに、「aftama」フォルダを作成してください。 

2. その直下に下図のようなフォルダを作成してください。Aftama_camp.xml（キャンペーンブック用項目

定義ファイル）は、プログラムと一緒にお送りしています。 

ILLUST フォルダには、キャンペーンブックで利用する全イラストファイル（SVG 形式）をコピーしてくださ

い。 
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12.3 キャンペーン Excelブックファイル 

作業 PC の任意フォルダに、キャンペーン EXCEL ブックファイルを保存してください。 

各シートの仕様は次の通りです。 

12.3.1 Index No シート 

Index シートの仕様は以下のとおりです。 

言語ごとにブックを分けている場合は、作成する言語の項目を埋めてください。 

⚫ 列の定義 

列 項目名 
必須 

データ 
備考 

A ページ ID ○  

B ページ名称（日本語） ○  

C ページ名称（英語） ○  

D ページ名称（中国語）  現在は未使用 

E イラストファイル名 ○ SVG ファイル名または PDF ファイル名（拡張子含む） 

⚫ 行の定義 

３行目以降にデータを入力してください。A 列が空欄の場合は、それ以降にデータはないものとみなしま

す。 

⚫ シートの例 
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12.3.2 Parts list シート 

Parts list シートの仕様は以下の通りです。 

⚫ 本データ項目は、Index シートの A 列の「ページ ID」と関連付きます。したがって、Index シートの A 列

に存在する「ページ ID」データに関連するキャンペーン部品を定義して下さい。 

⚫ 同じ「ページ ID」は、行を続けて入力してください。 

例）「CP-010」の「Page ID」データの次行に「CP-020」の「Page ID」データの行を設定、その次行に

再度「CP-010」の「Page ID」データ行を設定する。 

⚫ 言語ごとにブックを分けている場合は、作成する言語の項目を埋めてください。 

⚫ 列の定義 

列 項目名 
必須 

データ 
備考 

A ページ ID ○  

B No   

C 部品名称（日本語）   

D 部品名称（英語）   

E 部品名称（中国語）  現在は未使用 

F 部品番号   

G 数量   

H 参考   

I 適用モデル（日本語）   

J 適用モデル（英語）   

K 適用モデル（中国語）  現在は未使用 

L 適用エンジン（日本語）   

M 適用エンジン（英語）   

N 適用エンジン（中国語）  現在は未使用 

O 購入単位（日本語）   

P 購入単位（英語）   

Q 購入単位（中国語）  現在は未使用 

R 仕様（日本語）   

S 仕様（英語）   

T 仕様（中国語）  現在は未使用 

U MK2   

V 最小受注単位（日本語）   

W 最小受注単位（英語）   

X 最小受注単位（中国語）  現在は未使用 

Y 標準単価（日本語）   

Z 標準単価（英語）   
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AA 標準単価（中国語）  現在は未使用 

AB 特別単価（日本語）   

AC 特別単価（英語）   

AD 特別単価（中国語）  現在は未使用 

⚫ 行の定義 

３行目以降にデータを入力してください。A 列が空欄の場合は、それ以降にデータはないものとみなしま

す。 

⚫ シートの例 
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12.3.3 INDEX シート 

INDEX シートは、KROSS 用の目次ファイルの作成用シートです。以下のとおり、作成してください。 

1. 「INDEX」シートの１行目に以下の項目を入力してください。 

（言語ごとにブックを分けている場合は、作成する言語の項目を埋めてください。） 

列 項目名 
必須 

データ 
備考 

A ブック ID ○  

B ブック名称（日本語） ○  

C ブック名称（英語） ○  

D ブック名称（中国語）  現在は未使用 

Ｅ カテゴリ ID 〇 “50_CP”固定 

2. 「Index No」シートの３行目以降のデータを、「INDEX」シートの 2 行目以降にコピーしてください。 

⚫ ファイルの例 

 

12.3.4 PL シート 

PL シートは、KROSS 用の部品ファイルの作成用シートです。 

「Parts List」シートの 3 行目以降を、「PL」シートの１行目以降にコピーしてください。 

⚫ ファイルの例 
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12.4 イラストファイル 

1. 「Adobe Illustrator」を起動してください。バージョンは CS３以上です。 

2. 「ファイル」メニューの「開く」コマンドで JPEG ファイルを開いてください。 

 

3. 「オブジェクト」メニューの「アートボード」を選択して「オブジェクト全体に合わせる」コマンドクリックしてください。

JPEG 画像縦横幅と Illustrator の枠が合されます。 
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4. 「ファイル」メニューの「別名で保存」コマンドを選択してください。以下の「別名保存」ダイアログが表示され

ます。「ファイルの種類」を「SVG」にして「保存」ボタンをクリックしてください。 

 

5. 「SVG オプション」が表示されます。以下の内容で設定して下さい。「OK」ボタンをクリックしてください。 

 

6. SVG ファイルが保存されます。Illustrator を終了してください。 

7. 保存した SVG ファイルを「aftama Publisher」の HotLink 設定で設定されているイラストフォルダにコピ

ーしてください。 
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12.5 キャンペーンブック用 aftama ソース作成画面 

当画面の機能について、以下に記述します。 

12.5.1 画面 

 

⚫ キャンペーン Excel ブックファイル 

キャンペーン Excel ブックファイルを指定します。参照ボタンから指定することもできます。 

⚫ aftama ソースブックフォルダ 

aftama ソースブックフォルダを指定します。参照ボタンから指定することもできます。 

⚫ 実行ボタン 

キャンペーンブック用 aftama ソース作成処理を実行します。 

⚫ 終了ボタン 

当機能を終了し、メイン画面に戻ります。 
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12.6 キャンペーンブック用 aftama ソース作成機能の実行 

入力ファイルの準備が整いましたら、キャンペーンブック用 aftama ソースを作成します。 

1. 「ツール」メニューから「キャンペーンブック用 aftama 変換」を選択します。 

 

2. キャンペーン Excel ブックファイル、aftama ソースブックフォルダを指定し、実行ボタンを押します。 

（aftama ソースブックフォルダには、12.2 で作成した SRC フォルダを指定します。） 

 

3. 処理中です。 
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4. 処理が完了すると、以下の画面が表示されます。 

 

5. aftama ソースブックフォルダにエラーログ（Err.txt）が出力されます。エラーログの内容を確認し、問題が

あれば、キャンペーン Excel ブックファイルの内容を確認し、再度処理を実行してください。 

  

6. エラーが存在しない場合は、出力先フォルダ内のブックフォルダに、PL フォルダと INDEX フォルダが作成され、

それぞれ、部品表ファイルと、index ファイルが作成されます。 
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12.7 aftama Publisher の実行（キャンペーンブック用） 

1. 「aftama Publisher」を起動してください。 

2. 「HotLink」メニューの「HotLink」をクリックしてください。「HotLink」ウィンドウの各タブを設定します。 

⚫ ファイルフォルダ設定タブ 

項目定義ファイルは、12.2 で保存した Aftama_camp.xml を指定してください。 

イラストファイル保存フォルダは、12.2 でイラストを保存した ILLUST フォルダを指定してください。 
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⚫ HotLink 設定タブ（推奨設定） 
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3. ソースブックフォルダに、前項で作成したブックフォルダを指定します。出力フォルダは、12.2 で作成した

BOOK フォルダを指定します。 

  

4. 派生ブックにチェックを入れて、実行ボタンを押してください。 
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5. 全ての処理が終了すると、次のメッセージが表示されます。「はい」ボタンを押すとエラーログを表示します。

「いいえ」ボタンを押すとエラーログを表示せずにブック作成処理を終了します。 

 

6. 指定した出力先フォルダに、処理日付のフォルダが作成され、その中にブックデータが作成されます。 

 
7. ブックフォルダに「PartsListHeader.xml」及び「PartsListHeader_en.xml」ファイルをコピーします。 

 
8. 他のパーツブックと同様に貴社CROSS サイトの「AftamaContents」ディレクトリに転送します。（12.8

参照） 
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12.8 データ転送 

1. FileZilla を起動してください。設定は以下のとおりです。パスワードは別紙にて記述いたします。 

 

2. ログインすると以下の画面が表示されます。「リモートサイト」に「 /」が表示されます。そのあとに

「AftamaContents」と入力して、リターンキーを押してください。 

 

/aa /AftamaContents 
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3. 下図の通り「kato」ディレクトリが表示されます。「kato」ディレクトリをダブルクリックしてください。 

 

4. 「kato」ディレクトリの直下が表示されます。ここにキャンペーンブックディレクトリを転送してください。 

 



 

2021/10/13 ADS Technology Corporation 76 

12.9 カテゴリ設定 

既に設定済みの場合は、この設定は不要です。 

1. KROSS 管理コンソールにログインしてください。 

2. キャンペーンブックを KROSS サイトに登録する前にカテゴリの定義を行います。KROSS 管理コンソールの「カ

テゴリ管理」タブを選択してください。以下の通りにカテゴリを設定してください。カテゴリ名は下例と異なっても

かまいません。 

カテゴリ ID 50_CP 

日本語カテゴリ名 キャンペーンブック 

英語カテゴリ名 Campaing 
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12.10 コンテンツ更新 

1. KROSS 管理コンソールにログインしてください。 

2. 「コンテンツ更新」タブで他のパーツブック同様に「インデックス作成」処理を行います。 

 

12.11 キャンペーンブック表示 

1. KROSS サイトにログインしてください。ID、パスワードは別紙の内容を確認してください。 

2. ブックを表示して内容を確認してください。 
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12.12 キャンペーンブックを非表示にする手順 

キャンペーンブックを非表示にする場合は、2 つの方法があります。 

⚫ ブックの削除 

⚫ アクセス権制御 

12.12.1 ブックの削除 

ブックの削除は登録コンテンツを KROSS サイトのデータベースから当該データを削除するものです。この状態は、

Publisher で処理後にブックフォルダを転送した状態と同じです。削除することによって、ブックの参照を行うこと

ができなくなります。管理者も同様です。転送したブックフォルダ及びフォルダ直下の部品表、目次、イラストファ

イルは存在します。 

以下、ブック削除の手順です。 

1. KROSS 管理コンソールにログインしてください。 

2. 「コンテンツ更新」タブで、「インデックス作成」処理と同様に「CPBOOK_01」を選択してください。 

3. 「インデックス削除」ボタンをクリックしてください。 
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4. 「戻る」をクリックしてください。 

 

5. 「インデック作成」処理前の状態に戻るのでコンテンツはサーバ上に存在します。再度「インデックス作成」

処理を行った場合、ブックを表示することが可能となります。 

 

12.13 アクセス権の制御 

アクセス権の制御を行うことによりユーザグループに対して表示、非表示の制御を行うことができます。 

12.14 キャンペーブックの更新 

キャンペーンブックの更新は、同ブックフォルダを上書きでアップロード後、KROSS 管理コンソールの「コンテンツ

更新」で「インデックス作成」処理を行って下さい。その後手順は、上記記述と同様です。 
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